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1.はじめに  

我が国は急な山地や谷地が多く 10 万箇所以上

の危険な斜面が存在しているといわれ、近年で

は豪雨や台風、地震などによる斜面の表層崩壊

によって甚大な被害を被っている。また、地球

温暖化等の環境問題に対する観点から自然環境

の保全に対する要求が高まっている。そこで本

研究では補強材としてロックボルト・支圧板・

ロープネットを併用する工法を提案する。本工

法では極力樹木を伐採せずに斜面の安定を図る。  

本年度は支圧板の直径の変化が本工法の補強

機構にどのような影響を与えるかを模型せん断

試験の結果から明らかにする。  

 

2.試験概要 

図-1 は模型試験装置の図である。  

せん断箱は長さ 600mm、幅 500mm、層厚

350mm である。ロックボルトは長さ 350mm、直

径 2.5mm、材質 SS400 の鋼材で底部は固定して

あり  200mm 間隔の千鳥配置とした。その表裏

にひずみゲージを貼り付けて応力計算を行った。

ロープネットは直径 2.0mm で 50mm 間隔の格子

状で材質は  SS400 のものを用いた。支圧板はス

テンレス製で、径の与える影響を検討するため

に、Φ30mm と 2 倍の Φ60mm のものを用い、そ

れぞれ 2 枚の支圧板でロックボルトとロープネ

ットを連結固定させた。試料は豊浦硅砂を用い、

せん断面位置を地表から 150mm として毎分

2.0mm の速度で載荷を行った。  

 各試験条件を B+P+N、B+2P+N、B+P、B+2P、

B のみ、無補強（試料のみ）として試験を行っ

た。ここで、B はロックボルト、Ｐ、2Ｐはそれ

ぞれ φ30 ㎜と 60 ㎜の支圧板、Ｎはロープネッ

トを表すものとする。  

3.試験結果 

3.1 せん断荷重 

 図-2 は各対策工のせん断荷重を表したもので

ある。B+2P+N､B+P+N､B+2P､B+P､B のみ、無補

強の順でそれぞれ 2.64、1.73、1.67、1.23、1.05、

0.71kN と計測された。B+P+N、B+P においては

支圧板径が大きくなるとそれぞれ 53％、36％増

加していることが確認された。さらに B+2P+N

工については他の対策工はせん断が進むにつれ

て値が収束するのに対して、せん断変位量 30mm

時点でも高い増加傾向を示している。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－1.模型試験装置概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－2.各対策工のせん断荷重 
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3.2 法面工低減係数 1) 

法面工低減係数によって支圧板径が補強機構に

及ぼす影響について検討する。図－3 は式 (1)に

よって算出した B+2P+N 工、B+P+N 工の法面工

低減係数を表したものである。  

0T ：法面工と補強材の結合部に作用する補強材

引張力 (kN) 

maxT ：補強材引張力の最大値 (kN) 

               max0 /T T=μ        (1) 

 図－3 より B+2P+N、B+P+N 工の各の法面工低

減係数の平均値はそれぞれ 0.79、0.61 となり、

支圧板径が大きくなるとロープネットの補強効

果が大きくなることを示している。  

 

3.3 補強効果分担割合 

 図－4(a)､(b)はそれぞれ B+2P+N 工、B+P+N

工の補強効果分担割合を示したものである。各

値の算出式は以下である。  
(%)100/)( 222 ×−= +++++ NPBPBNPBNR τττ      

(%)100/)( 22 ×−= +++ NPBBPBPR τττ  

(%)100/)( 2 ×−= ++ NPBBBR τττ  

(%)100/ 2 ×= ++ NPBSR ττ  

(%)100/)( ×−=′ +++++ NPBPBNPBNR τττ  

(%)100/)( ×−=′
+++ NPBBPBPR τττ  

(%)100/)( ×−=′ ++ NPBBBR τττ  

(%)100/ ×=′ ++ NPBSR ττ  

合：各工法の試料分担割、

ト分担割合：各工法のロックボル、

割合：各工法の支圧板分担、

ト分担割合：各工法のロープネッ、
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図－4(a)､(b)より B+P+N 工における分担割合

は支圧板径が大きくなることによって、支圧板、

ロープネットの分担割合は増加し、ロープネッ

トについては増加傾向を示している。  

 

4.まとめ 

 せん断荷重の結果などから支圧板径が 2 倍に

なることによって、本工法の補強効果が大きく

なることが明らかとなった。また法面工低減係

数の結果からはロックボルト軸力、補強効果分

担割合からはロープネットの押さえ込み効果に

ついてそれぞれ増加させていること示され、総

合的に補強効果が大きくなっていることが明ら

かとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.各対策工における法面工低減係数 
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(a)B+P+N 工における補強効果分担割合 
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(b)B+2P+N 工における補強効果分担割合 

図－4.各対策工における補強効果分担割合 

 

参考文献 

1)旧日本道路公団：切土補強土工設計・施工指

針 ,pp.50,2002. 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

(7) 

(8) 

(9) 

0.0
0.1

0.2
0.3
0.4
0.5

0.6
0.7
0.8

0.9
1.0

0 5 10 15 20 25 30

せん断変位量(mm)

法
面

工
低

減
係

数

B+2P+N B+P+N

土木学会第64回年次学術講演会(平成21年9月)

 

-122-

 

Ⅲ-061

 


